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１．はじめに 

東北地方整備局では、河川、道路、ダム等の公共インフラの整備や維持管理

のほか、災害時の復旧支援や自治体との情報共有支援など危機管理業務を担っ

ており、そのなかで電気通信業では電気・通信及び情報通信技術を駆使し、非

常用発電機、監視用カメラ、多重無線回線や光ファイバ回線網、各種通信機器

等の整備を行い、危機管理への支援に取り組んでいるものである。 
今般、防災通信機器として、新たに被災現場等からの映像伝送が行える、Ｃ

ａｒ－ＳＡＴについて運用を開始したことから情報提供するものである。 
 
２．Ｃａｒ－ＳＡＴ（Car mounted mobile SATellite communications system） 

【Ｃａｒ－ＳＡＴ】の標準文字は、本省で特許庁に商標登録出願中。 
２．１ Ｃａｒ－ＳＡＴのシステム概要 

災害発生直後において、河川や道路パトロールカーによる巡回点検は、被災

箇所の早期発見やその規模の把握、応急対策の検討を実施するために最も重要

である。 
Ｃａｒ－ＳＡＴはヘリコプターに搭載している衛星通信設備を、車輌に搭載

したもので、走行しながらリアルタイムに映像伝送が行うことができるため、

地震などで被災した道路や河川の状況を連続的に確認することができる。また、

通信衛星を利用しているため、地上の通信網に影響を受けることはない。 
国土交通省では、昨年度Ｃａｒ－ＳＡＴの衛星通信設備を、８整備局を含む

北海道開発局、沖縄総合事務局の全国に１０台整備され、東北地方整備局にお

いては、暫定的に本局の車輌に搭載して、３月に試験走行を実施したところで

ある。 
【 システム概要図 】 

 



２．２ Ｃａｒ－ＳＡＴの装備品・機器構成 
主な装備品・機器構成と、その機能については下表のとおりである。 

名称 写真 機能 備考 

平面アンテナ 

 

衛星を自動追尾。ア

ンテナを起こさな

いため、風にあおら

れずに走行できる。 

キャリアーバーは、

車種純正で取付が

可能。 

前方カメラ 

 

車輌前方の映像を

撮影。 
※汎用カメラ 

カーナビのＧＰＳ

等に影響ないよう

にフロントに固定。 

後方カメラ 

 

車輌後方の映像を

撮影。 
※汎用カメラ 

リアハッチ（窓）に

吸盤で固定。 

ハンドカメラ 

 

車中（助手席）から

車窓の映像を任意

撮影。※汎用カメラ 

４ｍ程度のケーブ

ルを付属。降車して

被災地など周辺の

映像も撮影可能。 

映像確認モニタ 

 

配信映像を確認。遮

蔽などで映像断や、

カメラ切替の確認

する。 

助手席側に設置。 

スピーカ・マイク 

 

災対室など通話連

絡。映像に音声を乗

せて配信もできる。 

運転席と助手席の

間に設置。 

車内搭載機器 

 

衛星通信機器（Ｃａ

ｒ－ＳＡＴ本体） 
映像録画装置、マイ

クロ電話機なども

装備。 

 
３．従来の衛星通信設備の映像伝送との比較 

これまでの衛星通信設備による映像伝送における課題として、ヘリコプター

「みちのく号」による上空から広域的にリアルタイムに映像伝送することがで

きるものの、気象状況に影響され、視界不良など悪天候の場合、運航できない

ことや、突如の気象変化で運航を中断することが考えられる。 
衛星通信車は、被災現場で静止した状態で運用され、衛星回線の捕捉作業な



ど現地にて設営準備が必要になる。撮影位置・場所を変更する場合は、車輌の

移動が伴い、一端、映像中断して再度回線の確立が必要になる。 
Ｋｕ－ＳＡＴは、持ち運びが可能な以外は衛星通信車と同じ運用方法となる

が、出動時は資機材の積み込みが必要となる。 
これに対してＣａｒ－ＳＡＴは、気象状況に影響されにくく、被災現場まで

陸路を移動しながら、リアルタイムに映像伝送することできる。 
 

【衛星通信システムを利用した防災通信機器の諸元】 

防災通信機器 

ヘリサット 
(みちのく号) 衛星通信車 Ku-SAT Car-SAT 

   
 

配備数 
※（ ）全国 

１基 
（８基） 

４台 
（４９台） 

１９台 
（１６６台） 

１台 
（１０台） 

待機・駐機 
場所 仙台空港 東技、秋田 

岩手、福島 
本局、東技 
１４事務所 未定 

伝送容量 1.5～6.0Mbps 384～2.0Mbps 384～2.0Mbps 1.5～3.0Mbps 

映像配信方法 運航・飛行中 
（移動型） 

静止・停車 
（固定型） 

静止・据置 
（固定型） 

巡回・走行中 
（移動型） 

運用面 
（メリット） 

上空から広域

的な視察が可

能。（俯瞰撮影

が効果的） 
 

大型のアンテ

ナと発電機を

装備している

ため、長期運用

に優れている。 

衛星車が進入

できない被災

現場に、持ち運

びして設営が

可能。 

走行しながら

映像伝送が可

能。（道路啓開

ルートなどの

詳細な把握） 
 

（デメリット） 飛行が天候に

左右され、基

本、運航計画に

基づく飛行ル

ートに限る。 
（臨機のルー

ト変更が困難） 

車輌が進入・停

車できる場所

かつ平地で、衛

星回線の捕捉

に支障がない

ことなど、設営

場所の選定な

どで映像の配

信開始まで時

間がかかる。 

衛星車と同じ

く、設営場所の

選定と映像配

信まで時間を

要するほか、通

信機器・資機材

を運搬するた

め、出動時、官

用車等に積込

みが必要。 
 

衛星方向に遮

蔽物があると

回線断になる。 



衛星の位置がほぼ南向きであることから、進行方向や設営箇所によっては、

いずれの防災通信機器も電波が遮蔽し、映像が途切れる。ただし、ヘリやＣａ

ｒ－ＳＡＴの場合は、遮蔽ゾーンを確認できるモニタが室内に装備されている

ので、映像伝送の状況が把握できるため、映像断が電波によるものか、機器・

機材の障害によるものか区別がつくので運用面で回避する。 
 
４．試験走行した結果 

３月３日に、本局のセレナに仮に搭載し、仙台市の市街地からＲ４８山間・

谷地方面に走行。車輌搭乗後に運用開始について本省に電話連絡し、装置本体

と各カメラの電源を入れると衛星回線に自動接続が開始される。カメラ映像が

映像情報共有化システムに受信されていることを確認して出動し、出発までは

スムーズだった。 
走行中の車内での操作としては、配信する映像（前方、後方、ハンディ、Ｇ

ＰＳ位置画面）をパソコン操作でレイアウトを変更。音声通話は付属のヘッド

ホンとマイクを利用で操作は比較的容易だった。 
スノーシェッドなどの遮蔽物では、映像断となったが、市街地の高層ビルな

どの建築物でも遮蔽しやすい。 

 
 
５．今後について 
５．１ 運用上の留意事項 

走行中は遮蔽物に留意するほか、使用している通信衛星がヘリコプターと共

有しているため、全国的・広域的に同時運用する際は出動台数の調整が発生す

る。また、搭乗者や車輌の駐機・待機場所などについても、ヘリコプターの運

用マニュアルのように、運用方針・要領について整理する必要がある。 
５．２ 最後に 

車輌を今年度購入予定であり、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥやリエゾンなどの派遣・

移動中や、河川・道路パトロールなどへの巡視点検にも利用可能である。ヘリ

サットや衛星通信車との運用及びｉ－ＲＡＳ、公共ＢＢなどの既存の防災通信

機器と連携しながら、Ｃａｒ－ＳＡＴの優位性を活かした運用を行っていく。 


